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日
本
Ｄ
Ｘ
大
賞
２
０
２
４
の
行
政
機

関
・
公
的
機
関
部
門
に
福
島
市
が
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
発
刊
さ

れ
る
時
に
は
結
果
が
出
て
い
ま
す
が
、
是

非
、
大
賞
を
と
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
つ
な
が
り
で
い
き
ま
す
と
先

日
、「
職
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
ま
し
た
。
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
る
・
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
感
じ
る
と
回
答
が
56
％
で

し
た
。
回
答
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
か
の
回
答
で

約
80
％
が
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
し
た
。
一

方
、
矛
盾
を
感
じ
た
取
り
組
み
で
、「
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
な
の
に
資
料
を
紙
で
配
布
」

ち
ょ
っ
と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
、
職
業
柄
、
紙
を
無
く
し
た
い
・

減
ら
し
た
い
と
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
ど
の
業
務
で
す
か
？
」
と
お

尋
ね
す
る
と
意
外
に
回
答
に
つ
ま
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
は
目

的
で
は
な
く
、
結
果
で
す
。
一
部
、
電
子

化
に
成
功
し
て
、気
が
つ
い
た
ら
元
通
り
、

な
ん
て
こ
と
も
良
く
あ
り
ま
す
。
全
体
を

俯
瞰
し
て
、
効
果
的
な
改
善
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

（
高
橋
記
）



令
和
６
年
６
月
５
日
（
水
）、
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
エ
ル
テ
ィ
に
て
、
第
12
回
通
常
総
会
・

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
は
、
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
医
学
博
士
の
植
田
美
津
恵
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
戦
国
武
将
に
学
ぶ
健
康
法
」
と
題
し
、

一
般
聴
講
者
も
含
め
約
１
４
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
魅
力
あ
る
武
将
た
ち
の
健
康

や
病
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ご
自
身
が
乳
が
ん
に

な
っ
た
時
の
実
体
験
な
ど
も
交
え
て
話
さ
れ

ま
し
た
。
病
気
に
つ
い
て
の
様
々
な
デ
ー
タ

を
用
い
、
ま
た
、
わ
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア

の
あ
る
話
し
ぶ
り
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
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第
１２
回
通
常
総
会
・
記
念
講
演
会
開
催

︻
腹
八
分
目
を
守
っ
た
家
康
︼

倹
約
家
だ
っ
た
徳
川
家
康
は
、
粗
食

を
心
が
け
、
腹
八
分
目
を
実
践
し
て
い

ま
し
た
。
お
腹
が
空
い
た
状
態
で
は
、

長
寿
遺
伝
子
が
オ
ン
に
な
り
、
満
腹
時

は
オ
フ
に
な
り
ま
す
。
オ
フ
の
状
態
が

続
く
と
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
家
康
の
晩
年
は
総
入

れ
歯
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
や
は
り
歯

は
大
事
で
、
定
期
的
に
歯
医
者
に
通
う

こ
と
は
認
知
症
や
ガ
ン
の
予
防
に
も
つ

な
が
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

︻
信
長
の
筋
肉
は
す
ご
か
っ
た
︼

筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
織
田

信
長
は
よ
く
運
動
を
し
、
特
に
足
の
筋
肉
が

発
達
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
標
高
３
２
９
ｍ

金
華
山
の
山
頂
に
あ
っ
た
岐
阜
城
に
居
た
９

年
間
は
、
頻
繁
に
山
頂
と
ふ
も
と
を
往
復
し

て
い
ま
し
た
。

︻
武
将
た
ち
は﹁
声
﹂が
大
き
い︵
織
田
信
長
、

豊
臣
秀
吉
、
福
島
正
則
な
ど
︶︼

声
が
大
き
い
人
は
、
声
帯
が
大
き
く
発
達

し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
高
齢

者
の
誤
嚥
性
肺
炎
に
よ
る
死
亡
が
増
え
お

り
、
声
帯
の
老
化
も
そ
の
原
因
で
す
。
老
化

を
防
ぐ
た
め
に
、
ま
ず
は
姿
勢
を
良
く
す
る

こ
と
。
そ
し
て
、
の
ど
の
筋
肉
を
鍛
え
る
運

動
も
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

講
演
会
後
に
行
わ
れ
た
第
12
回
通
常
総
会

は
、
福
島
税
務
署
藤
田
一
志
署
長
は
じ
め
多

く
の
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
会

員
出
席
は
約
１
６
０
名
（
他
委
任
状
出
席

１
３
７
７
社
）
と
な
り
ま
し
た
。

会
長
代
理
と
し
て
、
岸
秀
年
副
会
長
が
挨

拶
を
述
べ
、
議
事
進
行
を
務
め
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
報
告
事
項
と
し
て
①
令
和
５

年
度
事
業
、
②
令
和
６
年
度
事
業
計
画
、
③

令
和
６
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
説
明
、
決

議
事
項
と
し
て
①
令
和
５
年
度
決
算
報
告
に

に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
事
業
で
は
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お

り
の
事
業
を
滞
り
な
く
実
施
し
、
前
年
度
よ

り
も
実
施
事
業
数
や
参
加
人
数
が
増
加
し
た

こ
と
、
会
員
数
が
３
年
ぶ
り
に
純
増
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
規
程
に
基
づ
く
表
彰
も
行
わ

れ
ま
し
た
。受
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

総
会
後
は
、
懇

親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
約
１
２
０

名
が
参
加
し
、
会

員
相
互
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り

ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

︽
会
員
増
強
表
彰
︾

樋
口

郁
雄
（
福
島
信
用
金
庫
）

箱
岩　
　

偉
（
㈲
テ
レ
サ
）

横
山

利
幸
（
㈱
福
島
銀
行
）

令
和
５
年
度
表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

右から、岸副会長、樋口郁
雄氏、箱岩 偉氏、鈴木信一
氏（横山利幸氏代理）

斎藤規雄国見支部長

懇 親 会

講 演 会

講師　植田美津恵氏

右から、岸副会長、髙野
恭子氏、阿部洋子氏

︽
会
員
増
強
優
秀
支
部
表
彰
︾

︿
銅
賞
﹀

公
益
社
団
法
人
福
島
法
人
会
国
見
支
部

︽
福
利
厚
生
制
度
推
進
表
彰
︾

経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
推
進

︿
金
賞
﹀

髙
野

恭
子
（
大
同
生
命
福
島
営
業
所
）

︿
銅
賞
﹀

阿
部

洋
子
（
大
同
生
命
福
島
営
業
所
）
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県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

︽
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
が
便
利
で
す
︾

福
島
県
で
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
地
方

税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
、
電

子
申
告
、
電
子
納
付
、
電
子
申
請
・
届

出
が
可
能
で
す
。

◇
対
象
税
目

法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
・
特
別

法
人
事
業
税
・
県
民
税
（
利
子
割
、
配

当
割
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
）・
た
ば

こ
税
・
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
、
申
告
か
ら
納
税
ま

で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
金
融
機
関
へ
出
向
く
こ
と

な
く
、
複
数
の
地
方
団
体
へ
一
括
で
納

付
で
き
る
た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

な
お
、
資
本
金
１
億
円
超
の
普
通
法

人
等
が
行
う
令
和
２
年
４
月
１
日
以
後

に
開
始
す
る
事
業
年
度
の
申
告
に
つ
い

て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
提
出
が
義

務
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
注
意

く
だ
さ
い
。

◇
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
操
作
に
関
し
て
は
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
電
話

０
５
７
０
︱

０
８
︱

１
４
５
９
）
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他
、
県
税
に
関
し
て
は
、
最
寄

り
の
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
た
は
県
庁

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
庁
税
務
課
）

令
和
６
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
消
費

税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

改
正
に
よ
り
、
仕
入
税
額
控
除
に
係
る
帳
簿

の
記
載
事
項
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
け
る
特
例

令
和
５
年
10
月
１
日
に
開
始
し
た
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

で
あ
る
売
手
に
は
買
手
の
求
め
に
応
じ
イ
ン

ボ
イ
ス
の
交
付
義
務
が
生
じ
、
買
手
は
そ
の

保
存
が
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
と
な
り
ま
す

が
、
取
引
に
よ
っ
て
は
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付

が
困
難
な
も
の
や
、
保
存
を
行
う
こ
と
が
困

難
な
課
税
仕
入
れ
も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
一

定
の
も
の
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
義
務
が

免
除
さ
れ
、
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
一
定
の
場
合
は
、
買

手
は
一
定
の
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
の
保
存

の
み
で
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
帳
簿
の
記
載
事
項
に
関
し
、

通
常
必
要
な
記
載
事
項
に
加
え
「
課
税
仕
入

れ
の
相
手
方
の
住
所
又
は
所
在
地
（
※
）」

と
「
特
例
の
対
象
と
な
る
旨
」
の
記
載
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

（
※
）
公
共
交
通
機
関
特
例
の
対
象
事
業

者
な
ど
、
国
税
庁
長
官
が
指
定
す
る
者
に
係

る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
記
載
不
要
で
す
。

２

仕
入
税
額
控
除
に
係
る
帳
簿
の
記
載
事

項
の
見
直
し

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
自
動
販
売
機
及
び

自
動
サ
ー
ビ
ス
機
に
よ
る
課
税
仕
入
れ
（
自

動
販
売
機
特
例
（
※
１
）
が
適
用
さ
れ
る
取

引
）
並
び
に
使
用
の
際
に
証
票
が
回
収
さ
れ

る
課
税
仕
入
れ
（
回
収
特
例
（
※
２
）
が
適

用
さ
れ
る
取
引
）
の
う
ち
税
込
３
万
円
未
満

の
取
引
に
お
け
る
帳
簿
の
記
載
事
項
に
つ
い

て
は
、「
住
所
又
は
所
在
地
」
の
記
載
が
不

要
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
１
）
自
動
販
売
機
又
は
自
動
サ
ー
ビ

ス
機
に
よ
り
行
わ
れ
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等

の
う
ち
当
該
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
税

込
価
額
が
３
万
円
未
満
の
取
引
に
つ
い
て
、

そ
の
買
手
は
、
一
定
の
事
項
を
記
載
し
た
帳

簿
の
み
の
保
存
で
仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
※
２
）
入
場

券
等
で
適
格
簡
易
請
求
書
の
記
載
事
項
（
取

引
年
月
日
を
除
き
ま
す
。）
が
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
が
、
引
換
給
付
の
際
に
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
に
よ
り
回
収
さ
れ
る
場
合
、

当
該
引
換
給
付
を
受
け
る
買
手
は
、
一
定
の

事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
の
み
の
保
存
で
仕
入

税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

３

適
用
開
始
時
期

令
和
５
年
10
月
１
日
以
後
に
行
う
課
税
仕

入
れ
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、既
に
帳
簿
に
「
住
所
又
は
所
在
地
」

を
記
載
し
て
い
た
と
し
て
も
、
対
応
は
不
要

で
す
。
ま
た
、
今
回
の
見
直
し
後
も
引
き
続

き
帳
簿
に
「
住
所
又
は
所
在
地
」
を
記
載
し

て
い
た
と
し
て
も
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

《
令
和
６
年
度
税
制

　
　
　

改
正
関
係
（
消
費
税
関
係
）》
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世
の
中
は
、
電
子
化
の
動
き
を
加
速
さ
せ

て
い
ま
す
。
お
札
が
新
券
に
変
わ
る
の
を
目

前
に
し
て
現
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進

み
、
現
金
の
使
用
が
急
激
に
減
少
し
て
渋
沢

さ
ん
に
お
会
い
す
る
機
会
も
減
っ
て
き
そ
う

で
す
。

そ
の
中
で
、
納
税
者
に
直
接
関
わ
る
税
務

の
現
場
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
推
進

さ
れ
数
年
前
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い

ま
す
。
年
末
調
整
の
資
料
の
配
付
、
申
告
書

の
配
布
が
廃
止
さ
れ
、
申
告
は
電
子
申
告
が

主
流
と
な
り
ペ
ー
パ
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。税
務
署
の
配
付
資
料
に
よ
れ
ば
法
人
税
・

消
費
税
の
申
告
は
90
％
を
超
え
、
電
子
申
告

は
定
着
し
た
と
判
断
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

次
の
目
標
と
し
て
い
る
の
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
、
４
月
か
ら
申
告
の
案
内
に
は
申

告
書
や
納
付
書
が
封
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
進
め
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
み
で
す
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
は
、
窓
口

で
の
収
受
印
も
廃
止
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
税
務
行
政
の
現
場
の
対
応
は
、

申
告
・
納
税
の
当
事
者
と
な
る
納
税
者
に

と
っ
て
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
と
な
り
ま

す
。
納
税
者
に
は
、
日
本
を
代
表
す
る
上
場

企
業
か
ら
高
齢
化
し
な
が
ら
も
必
死
で
働
い

て
申
告
を
し
て
い
る
納
税
者
ま
で
千
差
万
別

の
幅
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
納
税
者
の
実
態
に

合
わ
せ
た
税
務
行
政
の
対
応
が
な
け
れ
ば
課

税
の
公
平
は
保
て
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

基
本
は
す
べ
て
電
子
申
請
が
で
き
る
よ
う
に

整
備
が
進
ん
で
い
る
の
で
問
題
は
な
い
と
判

断
す
る
税
務
当
局
で
す
が
、
弱
小
零
細
企
業

へ
の
き
め
細
か
い
配
慮
も
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。現

在
進
行
し
て
い
る
税
務
行
政
の
流
れ
を

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
納
税

者
と
し
て
考
え
て
置
く
べ
き
視
点
と
し
て
、

法
律
に
定
め
ら
れ
た
行
為
な
の
か
、
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
の
た
め
の
お
願
い
な
の
か
と
言
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ

い
て
は
、
納
税
者
を
規
制
す
る
法
律
は
な
い

と
考
え
て
良
い
と
思
い
ま
す
。
業
務
の
利
便

性
・
効
率
化
を
図
る
た
め
に
お
薦
め
し
ま
す

と
い
う
こ
と
で
、
対
応
す
る
か
ど
う
か
は
納

税
者
の
判
断
で
す
。
電
子
帳
簿
保
存
法
に
つ

い
て
も
前
提
に
誤
解
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
第
1
条
の
趣
旨
で
「
納
税
者
が
電
子

帳
簿
を
選
択
し
た
場
合
の
特
例
を
定
め
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
帳
簿
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
く
、
ペ
ー
パ
レ
ス
化
は
時
代

の
要
請
で
あ
る
こ
と
か
ら
電
子
帳
簿
の
要
件

を
満
た
せ
ば
正
式
な
帳
簿
と
認
め
ま
す
と
言

う
こ
と
が
法
の
趣
旨
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

日
常
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
政
策

目
的
か
ら
、
電
子
帳
簿
を
前
提
と
す
る
過
度

の
判
断
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま

す
。
納
税
者
の
冷
静
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま

す
。東

北
税
理
士
会
福
島
支
部

大
竹　
　

隆

令和５年度　決算（正味財産増減計算書） （単位：円）

令和６年度　収支予算 （単位：円）

収益（56,019,817）
特定資産運用益

374
0.0%

受取会費
19,364,330
34.6%

事業収益
5,968,478
10.7%

受取補助金等
19,589,250
35.0%

受取負担金
10,609,027
18.9%

収益額
488,358
0.9％

費用（59,628,767）

公益目的事業会計
36,217,616
60.7%

収益事業等会計
11,088,364
18.6%

法人会計
12,322,787
20.7%

収益（57,082,200）
雑収益
1,000
0.0%

受取会費
19,640,000
34.4%

事業収益
7,800,000
13.7%

受取補助金
18,871,200
33.1%

受取負担金
10,770,000
18.9%

費用（60,232,431）

公益目的事業会計
38,196,530
63.4%

収益事業等会計
12,409,515
20.6%

法人会計
9,626,386
16.0%

　詳しい内容は、福島法人会ホームページの情報公開資料から確認することができます。
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青
年
部
会

◦
献
血
活
動

５
月
26
日
（
日
）、
道
の
駅
ふ
く
し
ま
で

今
年
度
初
の
献
血
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
前

回
、
同
所
で
過
去
最
高
の
献
血
者
数
を
記
録

し
た
の
で
、
今
回
も
多
く
の
方
が
来
る
こ
と

を
期
待
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
期
待
通
り
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多

く
の
方
々
が
足
を
運
び
や
す
い
状
況
が
整

い
、
受
付
人
数
は
過
去
最
高
の
86
名
、
実
献

血
者
数
は
73
名
と
な
り
、
多
く
の
献
血
が
実

現
し
ま
し
た
。
同
日
、
道
の
駅
で
は
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
さ
れ
、
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、
輸
血
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
一
方
、
若
い

世
代
の
献
血
が
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
協
力

◦
青
年
部
会
研
修
交
流
会

第
十
二
回
福
島
法
人
会
青
年
部
会
研
修
交

流
会
を
、
６
月
10
日
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル

テ
ィ
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
藤
田
税
務

署
長
を
始
め
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、
提
出
議
案
も
全
案
承
認
さ

れ
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
令
和

五
年
度
の
卒
業
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
大
笹
生
支
援
学
校
長
、
Ｏ
Ｂ
会

員
の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
本
日
参

加
の
卒
業
生
３
名
に
卒
業
証
書
と
記
念
品
を

贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
記
念
品
は
大
笹

生
支
援
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る
革
製
品

（
イ
ニ
シ
ャ
ル
入
り
！
）
で
す
。
贈
呈
の
際
、

実
沢
部
会
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
思
い
出
と
感
謝

の
言
葉
が
あ
り
、
終
始
和
や
か
に
式
は
進
み

ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
本
日
出
席
の
新
入
会
員
三
名

を
紹
介
、
鈴
木
女
性
部
会
長
の
乾
杯
の
発
声

共
に
賑
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

者
数
は
こ
の
10
年
間
で
約
３
割
減
少
し
て
い

ま
す
。血
液
は
長
期
保
存
が
で
き
な
い
た
め
、

定
期
的
な
献
血
協
力
が
必
須
で
す
。今
後
は
、

献
血
未
経
験
者
に
理
解
を
求
め
、
協
力
の
輪

を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
回
の
献

血
は
10
月
初
旬
に
道
の
駅
ふ
く
し
ま
で
行
う

予
定
で
す
。
よ
り
多
く
の
部
会
員
の
皆
様
や

各
企
業
の
皆
様
な
ど
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
来
場
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

宴
も
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
た
こ
ろ
、

正
副
部
会
長
が
募
金
を
呼
び
か
け
、
本

田
・
渡
辺
両
委
員
長
が
各
テ
ー
ブ
ル
を

ま
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
は
卒
業

部
会
員
が
部
会
員
の
手
つ
な
ぎ
ア
ー
チ

の
中
を
く
ぐ
り
、退
場
と
な
り
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
会
員
と
な
っ
て
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
募
金
は
９
２
，
５
５
２
円
も

の
善
意
が
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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女
性
部
会

◦
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
広
島
大
会

法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
広
島
大
会

が
四
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

１
７
０
０
名
程
が
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

に
集
い
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
広
島
交
響
楽
団
桂
冠
指
揮

者
で
あ
る
下
野
竜
也
氏
の
「
音
楽
・
師
と
の

出
会
い
～
今
、
我
々
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

～
」
と
題
し
て
の
お
話
で
し
た
。
鹿
児
島
県

の
出
身
で
す
が
、
恩
師
と
の
出
会
い
で
広
島

を
訪
れ
、
そ
こ
で
の
繋
が
り
に
感
謝
し
な
が

ら
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
生
演
奏
は
、
迫
力

が
あ
り
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

物
産
会
場
は
、定
番
の
も
み
じ
饅
頭
の
他
、

お
好
み
焼
き
セ
ッ
ト
、
熊
野
筆
な
ど
、
購
買

◦
女
性
部
会
総
会

第
十
二
回
福
島
法
人
会
女
性
部
会
研
修
交

流
会
を
五
月
十
六
日
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル

テ
ィ
で
開
催
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
に
、
福
島

税
務
署
の
皆
様
、
法
人
会
会
長
、
青
年
部
会
、

大
同
生
命
保
険
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
の
方
々
を
お

迎
え
し
、
鈴
木
洋
子
部
会
長
が
開
会
の
挨
拶

を
述
べ
ま
し
た
。
千
葉
会
長
か
ら
は
、
激
励

の
言
葉
を
頂
戴
し
誠
に
心
強
い
限
り
で
す
。

議
事
進
行
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
令
和
五
年

度
事
業
報
告
・
決
算
。
六
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
は
順
調
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会

に
際
し
藤
田
税
務
署
署
長
様
よ
り
祝
辞
を
頂

き
、
総
会
は
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

続
い
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
来
賓
の
方
々

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
沢
青
年

部
会
長
に
乾
杯
の
ご
発
声
を
頂
き
、
和
や
か

な
う
ち
に
懇
親
会
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
部
会
員
一
同
、
法
人

会
活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

意
欲
を
そ
そ
る
商
品
が
並

び
、
多
く
の
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

原
爆
ド
ー
ム
を
眺
め
宮
島

を
観
光
し
、
路
地
裏
の
お
店

で
美
味
し
い
お
好
み
焼
き
を

食
べ
、
大
い
に
広
島
を
満
喫

し
ま
し
た
。
来
年
の
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
９
月
の
北
海

道
で
す
！
皆
さ
ん
と
参
り
ま

し
ょ
う
。
今
か
ら
と
て
も
楽

し
み
で
す
。

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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川
俣
支
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会左から、佐久間名誉院長、渡辺院長、

　　　　穂積支部長、古俣商工会長

川
俣
支
部
（
穂
積
寿
男
支
部
長
）
で
は
、

令
和
６
年
５
月
26
日
（
日
）、
安
達
太
良
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
で
４
回
目
と
な
る
当
事
業
は
、
地
域

社
会
貢
献
及
び
福
島
法
人
会
川
俣
支
部
と
、

共
催
の
川
俣
町
商
工
会
と
の
会
員
交
流
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
総
勢
64
名
が

参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
は
、
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
の
18
ホ
ー

ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
に
よ
り
行
わ
れ
、
優

勝
は
清
野
忠
さ
ん
（
㈱
小
林
）、
準
優
勝

は
高
橋
道
也
さ
ん
（
㈲
高
久
）、
他
多
数

の
賞
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
運
営
い
た
だ
い
た

実
行
委
員
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。


















来
年
も
開
催
す
る
予
定
で

す
。
会
員
の
皆
様
、
是
非
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

翌
日
の
５
月
27
日
（
月
）、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

で
募
っ
た
浄
財
７
万
円
を
、
地
域
医
療
の
充

実
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
社
会
福
祉
法
人

恩
賜
財
団
済
生
会
川
俣
病
院
に
寄
付
い
た
し

ま
し
た
。
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法　人　名 代表者 住　　所 業　　　種

（株）ＡＫＣＩＡ 林田　和也 福島市野田町5丁目4-45-2階 住宅リフォーム

山口ブロック（株） 山口　　崇 福島市郷野目字師々田1-1 建設業

（株）福島信夫防水 阿部　和幸 福島市上鳥渡字城ノ内前7-1 建設業

（有）安斎タイヤ商会 安斎　昌徳 福島市郷野目字向町3-3 卸・小売業

（株）ヤナギヤ 佐藤　浩之 福島市渡利字高谷11-3 観光土産品卸

＊新入会員のうち情報公開に同意いただいた会員のみを掲載しています新規加入者紹介

毎週水曜日８時 40分～　ＦＭポコにて「暮らしの税の情報」放送中♪
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日
本
は
世
界
有
数
の
災
害
頻
発
国
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、
多
く
の
人
の
命
を
奪
い
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
震
災
発
生
後

に
避
難
区
域
と
な
っ
て
い
た
市
町
村
は
現
在
に

な
っ
て
解
除
さ
れ
、
徐
々
に
復
興
し
て
い
る
。

私
は
「
税
」
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
際
、
災
害

か
ら
の
復
興
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
で
の
税
金
の
使
い
道
は
、
仮

設
住
宅
・
道
路
・
瓦
礫
撤
去
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
。
私
の
地
元
も
震
災
の
影
響
に
よ
っ
て
被

災
し
て
し
ま
い
、
避
難
区
域
と
な
っ
た
。
大
き

な
爪
痕
を
残
し
た
も
の
の
、
震
災
か
ら
五
年

経
っ
た
年
に
は
無
事
に
解
除
さ
れ
た
。

五
年
ぶ
り
の
ふ
る
さ
と
は
道
路
が
き
ち
ん
と

整
備
さ
れ
た
り
除
染
が
行
わ
れ
た
り
な
ど
綺
麗

に
元
通
り
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
私
が
通
う

は
ず
だ
っ
た
小
学
校
は
真
新
し
い
校
舎
と
な
り

初
め
て
校
舎
を
見
た
時
の
感
情
は
今
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
。
そ
の
校
舎
で
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
で
は
ふ
る
さ

と
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
る
校
舎
と
な
っ
て
い

る
。こ

こ
ま
で
復
興
す
る
の
に
は
、
多
く
の
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
被
災
し
た
人
々
の

日
常
と
笑
顔
を
取
り
戻
し
、
復
興
に
携
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
人
達
や
税
金
を
納
め
て
く
だ
さ
っ

た
人
達
に
感
謝
の
気
持
ち
で
溢
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
気
持
ち
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
を
強
く
思
う
。

最
近
で
は
、自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
多
く
、

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
様
々
な
場

面
で
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
税
金
に
よ
っ
て

多
く
の
人
の
安
全
と
幸
福
が
守
ら
れ
て
い
る
。

何
げ
な
い
生
活
が
税
金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。

私
は
税
金
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
役
に
立
っ
て
い
る
の

か
深
く
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
税
金
は
身

近
な
所
で
使
わ
れ
学
ぶ
機
会
は
多
く
あ
っ
た
こ

と
に
気
づ
い
た
。
将
来
自
分
自
身
で
税
金
を
支

払
う
時
が
く
る
。
税
金
に
よ
っ
て
私
が
助
け
ら

れ
た
よ
う
に
私
も
誰
か
を
助
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
納
税
者
に
な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
税
金
が
社
会
全
体
の
た
め
に
な
っ
て
い
る

三
年

菅

野

綾

香

令
和
４
年
度
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

学
校
法
人
東
稜
学
園
福
島
東
稜
高
等
学
校

復
興
に
お
け
る
税
金
の
役
割
に
つ
い
て

福
島
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会
長
賞

税 金 クイズ

❶「温泉施設での宿泊」「お酒」「ゴルフ場でのプレー」消費税以外に
税金がかかっているものはいくつある？

　　　① なし　　② 1つ　　③ 全部
❷ 税はいつの時代からある？
　　　① 弥生時代　　② 飛鳥時代　　③ 鎌倉時代
❸ アメリカがイギリスの植民地であった1773年に、イギリスがあるも

のに対してかけていた税金に抵抗して、ボストン事件が起きました。
あるものとは何？

　　　① コーヒー　　② 紅茶　　③ 胡椒

※2024年５月号の答え ❶…② ❷…① ❸…③ 当選者 高橋様､半澤様､渡辺様

全問正解された方の中から抽選で３名の方に法人会の
特製クオカードをプレゼント!!
　　たくさんのご応募、待ってまーす!
※法人会ホームページの応募フォームよりご応募下さい。
　発表はお名前のみ掲載させていただきます。

こ
と
を
念
頭
に
お
き
な

が
ら
生
活
し
た
い
。
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会員企業を応援! わわわわわわわわつ 福島法人会つつつ!!!!!!

Ｑ
．
お
店
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

化
粧
品
の
販
売
、
エ
ス
テ
、
健
康
食
品

の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、

一
人
で
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
営
業
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
お
店
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
分
自
身
が
敏
感
肌
で
悩
ん
で
お
り
、

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ
の
肌
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
個
肌
対

応
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
化
粧
品
の
サ
ン
プ

ル
を
使
っ
て
み
た
ら
肌
が
み
る
み
る
健
常

な
お
肌
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ん
で
す
。
何

を
使
っ
て
も
ヒ
リ
ヒ
リ
し
て
い
た
の
で
す

が
、
何
を
使
っ
て
も
大
丈
夫
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
商
品
を

広
め
た
い
と
思
い
増
客
活
動
と
し
て
各

デ
ィ
ー
ラ
ー
様
や
い
ろ
い
ろ
な
店
舗
様
で

無
料
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
提
供
し
て
い

ま
し
た
。

Ｑ
．
お
店
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

化
粧
品
を
買
い
に
来
ら
れ
た
お
客
様
が

日
常
の
こ
と
も
楽
し
く
お
話
し
し
て
帰
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
完
全
個
室
で

ゆ
っ
く
り
と
疲
れ
を
癒
や
し
て
い
た
だ
い

て
お
肌
も
プ
ル
プ
ル
に
な
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
お
子
様
連
れ
の
お
客
様
に

お
も
ち
ゃ
や
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
、
チ
ャ
イ
ル

ド
チ
ェ
ア
ー
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま

す
か
？

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ
は
２
０
２
４
年
の
オ
リ
コ
ン

顧
客
満
足
度
調
査
で
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス

テ
第
１
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

お
肌
の
調
子
は
内
側
か
ら
も
変
わ
る
の

で
、
当
店
で
は
足
裏
の
刺
激
か
ら
始
ま
り

血
流
を
良
く
し
、
老
廃
物
が
溜
ま
り
や

ポーラCharm店
オーナー  渡邊　和子  さん

ポーラCharm店
渡邊　和子  

【所在地】　　〒960－0112　福島市南矢野目字中屋敷60－5－2　ル・プランＫ Ｃ101
【事業内容】　化粧品販売、エステ等
【電話番号】　024-597-8471、090-6786-0680（携帯）

Instagram：https://www.instagram.com/pola_charm.shop
LINE 　：https://line.me/R/ti/p/@127uwpen

す
い
デ
コ
ル
テ
を
念
入
り
に
ほ
ぐ
し
、
頭

皮
か
ら
顔
ま
で
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま

す
。
ま
さ
に
足
の
先
か
ら
頭
の
て
っ
ぺ
ん

ま
で
と
い
う
感
じ
で
す
。
施
術
後
は
お
肌

が
プ
ル
プ
ル
に
、
そ
し
て
シ
ュ
ッ
と
小
顔

に
な
り
ハ
リ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
お
客
様
の

中
に
は
、
肩
こ
り
が
解
消
さ
れ
て
整
体
に

行
く
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ま
た
、
お
顔
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
と
き
に

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ
で
２
０
１
７
年
に
誕
生
し
た
日

本
初
の
薬
用
シ
ワ
改
善
化
粧
品
「
リ
ン
ク

ル
シ
ョ
ッ
ト
」
を
使
用
す
る
メ
ニ
ュ
ー
も

ご
ざ
い
ま
す
。

施
術
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
オ
ス
ス
メ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま

す
か
？

ま
ず
は
「
肌
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

肌
の
画
像
を
撮
る
だ
け
で
Ａ
Ｉ
が
肌
体

質
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
30
分

ほ
ど
で
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
希
望

の
方
に
は
６
８
８
万
通
り
の
中
か
ら
最
適

な
化
粧
品
を
紹
介
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。次

に
「
ト
ラ
イ
ア
ル
エ
ス
テ
」
が
あ
り

ま
す
。

通
常
価
格
１
回
１
１
，
０
０
０
円
と
全

く
同
じ
施
術
を
６
，
０
５
０
円
で
受
け
て

い
た
だ
け
ま
す
。
気
に
入
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
お
得
な
コ
ー
ス
で
の
ご
案
内
も
で
き

ま
す
。

ま
た
お
忙
し
い
方
向
け
に
着
替
え
な
し

で
顔
だ
け
の
30
分
メ
ニ
ュ
ー「
フ
ェ
イ
シ
ャ

ル
リ
ッ
チ
」（
４
，２
９
０
円
）も
あ
り
ま
す
。

化
粧
品
も
ま
ず
は
体
験
し
て
い
た
だ

き
、
気
に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
エ
ス
テ

コ
ー
ス
や
化
粧
品
の
購
入
な
ど
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
ク
ー
ポ
ン
事
業
へ
の
ご
協
賛
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
エ
ス
テ
と
化
粧

品
の
販
売
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
さ
れ
て

い
る
ん
で
す
ね
。

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
に

は
タ
ロ
ッ
ト
や
オ
ラ
ク
ル
カ
ー
ド
で
１
か

月
の
運
勢
や
ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
、
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

人
生
を
良
く
し
た
い
、
幸
せ
に
な
り
た
い

と
思
わ
れ
る
方
に
は
有
料
に
は
な
り
ま
す

が
、
タ
ロ
ッ
ト
や
オ
ラ
ク
ル
カ
ー
ド
で
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の

あ
る
方
は
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
．
予
約
の
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

完
全
予
約
制
で
す
。

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
電
話
で

予
約
を
受
け
付
け
て
い　
　

ま
す
。
施
術

中
な
ど
で
電
話
に
出
ら
れ
な
い
場
合
は
後

ほ
ど
折
り
返
し
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
最
後
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
た
は
Ｐ

Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ
に
は
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
№

１
の
商
品
が
あ
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
お
肌

に
悩
み
が
出
て
き
た
方
か
ら
長
年
解
消
さ

れ
な
い
方
ま
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
肌
の
悩
み
に
応
じ
て
サ
ン
プ
ル
を
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
で
は
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

に
な
り
た
い
方
に
は
ほ
ぼ
無
料
で
資
格
取

得
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。




